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青空と緑と産業のまち昭和町

、与

選手剖意義して力強く童書
子。どOもOクOラOブO球。技Q}l)-Q}l 

「宣誓、私たちは、学校から帰ってからの短い時間の中で、みんなで力

を合わせて練習をしたその成果を十分発揮し、参加チームの頂点に立てる

よう頑張ります。J 押越の石原隆司くん・河西の志村多恵子さんの力強い選

手宣誓です。

8月2日の日曜日には、子どもクラブの球技大会が行われました。この大

会を目標に、各子どもクラブとも早い時期から練習に取り組み、当日は練

習の成果が十分発揮され、各試合とも熱戦が展開されました。

怠お、成績は次のとおりです。

男子ソフトボール優勝上河東二区、準優勝西条一区、 3位飯膿

女子バレーボール優勝築地新居、準優勝河 西、 3位 押 越

(町の人口)

男 6，660人 (+25) 

k 6，313人 (+21)

12，973人(十46)回
世帯数 4，395戸 (十24)

1992 8月 1円現在。()内は前月比

No.179 町の鳥=ひば り

町の花=れんげ

町一の木=乙女椿

企押原中学校グランドで

町の区画整理事業………………… 2・3p

シルバー人材センター案内…・・・…ー・… 4p

I 国保の税率ガ決定……………………… 5p

-郡体育祭りの結果 二二二 6p
な下水道促進デー…-一…・……………・… 7p

型孟瓦云る広場 8・9p

ー あしらせ…ー-・・・………………一-…….10p
保健衛生だより……………・・……...11p

9月のこよみ………………-一……・・・・ 12p
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r十年ひと昔」とよく言われますが、現在では、わ

ずか数年で、私たちの暮しゃ町の様子などが変わっていくよう

な気がします。特に町の姿は、時代の移り変わりゃ経済の発展とともに、さまざまな

変化を見せています。町をさらに発展させ、より住みよい暮しを実現するためには、時代の変

化に対応した整備が必要となってきています。

そこで登場するのが区画整理事業です。今、まちは21世紀に向かつて、明るく住みよい計画的なまちづ

くりへと生まれかわっています。

私
た
ち
の
町
の
区
画
整
理
事
業
へ
の

取
り
組
み
は
、
山
梨
県
下
で
の
先
駆
け

と
し
て
昭
和
四
十
年
代
に
着
手
さ
れ
、

そ
の
後
次
々
と
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
導
火
線
と
な
っ
た
の
は
、
国

道
二
十
号
線
及
び
中
央
自
動
車
道
の
通

過
、
さ
ら
に
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
開
通
や

国
母
・
釜
無
両
工
業
団
地
の
立
地
な
ど

が
そ
の
主
な
要
因
と
言
え
ま
す
。

県
都
甲
府
市
の
近
郊
で
、
の
ど
か
な

田
園
地
帯
で
あ
っ
た
我
が
町
も
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
開
発
が
進
み
、

と
も
す
る
と
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
る
な
か
、
無
秩
序
な

市
街
化
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぎ
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
昭

和
町
都
市
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
を
基
に
、
市
街
化
区
域

内
の
未
開
発
地
域
を
中
心
に
、
最
も
合

理
的
で
、
し
か
も
経
済
効
果
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
と
さ
れ
て
い
る
土
地

区
画
整
理
事
業
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
と
行
政
と
が

一
体
と
な

っ
た
施
策
事
業
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
町
で
は
こ
れ
ま
で

に
六
地
区
〔
押
越
第

一
・
第
二、

河
西

大
林
、
西
条
神
屋
、
清
水
沖
田
、
紙
漉

阿
原
〕
が
完
成
し
、
続
い
て
先
頃
、
河

西
地
区
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
及
ぴ
計
画
で
は
、

西
条
一
区
地
内
の
昭
和
イ
ン
タ
ー
南
側

周
辺
が
今
年
度
中
を
め
ど
に
、
同
北
側

西
条
新
田
地
区
と
、
西
条
二
区
地
内
梅

ノ
木
地
区
の
二
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画

検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

i
i
j
i
i
l

…
 

去
る
七
月
二
十
九
日
、
多
数
の
関
係

者
の
出
席
の
も
と
、
昭
和
町
玉
穂
町
紙

漉
阿
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
工
式

典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
と
玉
穂
町
と
の
行
政
界
に
位

置
し
、
市
街
地
近
郊
型
農
業
の
盛
ん
で

あ
っ
た
田
園
地
帯
を
、
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
整
備
し
よ
う
と
い
う
発
意
の
も

と
に
準
備
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
五
十
九
年
の
夏
の
こ
と
で
し
た
。
地

域
の
将
来
展
望
に
た
ち
、
地
権
者
相
互

の
深
い
理
解
と
結
束
と
に
よ
り
数
多
く

の
協
議
を
重
ね
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
、

-"""、-"""、""魚、q、...... 、う~

語 p j
漉年 ?
阿の i
!E 歳 i
高め月 i
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酉たか
書く It
-工 A 山

事 警
業上
'-J ， 

紙
漉
阿
原
施
工
前

知
事
認
可
に
よ
る
組
合
を
発
足
、
以
来
②

五
年
の
歳
月
を
か
け
、
こ
の
た
び
竣
工
ー

と
な
り
ま
し
た
。

q
'
斗

そ
の
規
模
は
初
・

4
凶
で
、
う
ち
昭
成

和
町
分
問
凶
、
玉
穂
町
分

2
・
4
凶
で
、
平

組
合
員
百
二
十
八
名
に
よ
り
、
上
水
道
、
知

都
市
ガ
ス
、
公
園
、
道
水
路
の
整
備
な
い

ど
、
理
想
的
で
し
か
も
快
適
な
環
境
づ
報

く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
広

ら
整
備
に
要
し
た
事
業
費
の
総
額
は
、

十
七
億
四
百
四
万
円
で
、
事
業
の
う
ち

公
園
整
備
の
三
分
の

こ
を
町
仕
上
げ
と

す
る
な
か
で
全
て
の
工
事
が
完
了
し
ま

!レ

h
~
。

今
後
、
当
地
区
が
緑
豊
か
な
住
み
よ

い
街
と
し
て
大
い
に
発
展
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

... 
紙
漉
阿
原
施
工
後



区圏整理事業

一
組
合
設
立
に
よ
り

事
業
が
ス
タ
ー
ト

ra

h

〔
昭
和
町
河
西
土
地
区
画
整
理
事
業
〕

八
月
九
日
、
昭
和
町
総
合
会
館
に
お

い
て
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
臨
席
を
項

き
、
河
西
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
地
区
は
、
昭
和
町
南
西
端
に
位
置

し
、
諏
訪
神
社
を
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
、

東
に
主
要
地
方
道
敷
島
・
田
富
線
が
、

西
に
昭
和
バ
イ
パ
ス
が
通
過
し
て
お
り
、

ま
た
地
区
の
南
側
は
、
法
界
寺
と
大
林

区
画
整
理
済
み
区
域
に
隣
接
し
、
北
側

は
既
成
住
宅
地
を
境
界
と
し
た
約

7
・

2
凶
の
区
域
で
す
。

現
在
の
地
区
内
居
住
人
口
は
約
九
十

人
で
す
が
、
将
来
人
口
を
約
七
百
二
十

.A.今年度中に組合設立予定の西条一区地内

人
と
想
定
し

「緑
豊
か
で
静
か
な
居
住

空
間
と
、
人
間
優
先
の
安
全
な
街
づ
く

り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
石

原
理
事
長
を
先
頭
に
、
道
路
、
水
路
、

公
園
、
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
を
先

行
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画

的
な
市
街
化
へ
の
誘
導
を
図
り
、
健
全

な
市
街
地
を
形
成
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
に
準
備
委
員

会
が
発
足
以
来
、
ど
の
様
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
ら
よ
い
か
、
役
員
が
中
心
と

な
り
地
権
者
の
意
見
を
集
約
す
る
な
か

で
約
五
年
の
歳
月
を
か
け
プ
ラ
ン
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

組
合
設
立
を
契
機
に
本
格
的
な
事
業
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
七
年
三

月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
町
内
区
画
整

理
事
業
で
初
め
て
の
下
水
道
同
時
施
行

な
ど
、
他
地
区
に
劣
ら
ぬ
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

組
合
事
務
所

理
事
長

企 8月 9日に行われた河西の組合設立総会

昭
和
町
役
場
二
階

石
原
盛
之
さ
ん

土地区画整理事業の進め方

公共団体施行

l施行区域の決定

調 査 の 実 施

事業計画、施行規定

設計の概要の認可
事業計画の決A:

1 I 審議会誤の選挙
白 評価員の選任

土 地評価、換地の設計

仮換地の指定

建物の移転、道路、水路等の工事

v v 

町名、地番の変更・整理

v v 

換地 処 介

組合施行

施行区域の選定

現形測量

|事業計画、定款、同意書

|組合設立認可申請(認可)I 
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中
巨
摩
東
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

中
巨
摩
東
部

シ
ル
バ
ー
人
総
也
ン
タ
l

こ
の
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
町
を

は
じ
め
竜
王
町
・
敷
島
町
・

玉
穂
町
・

田
富
町
の
中
巨
摩
東
部
五
町
と
、
国
・

県
か
ら
補
助
を
受
け
、
今
年
四
月
に
設

立
さ
れ
た
公
益
的
な
社
団
法
人
の
団
体

ゐ場@

金lIa信首

@会員が仕事に従事

①仕事の発生

②仕事内容・条件等の話し合い

⑤契約金支払い

企業・商居A慨
官公庁曜面旨
一般 家庭@

で
す
。

こ
こ
で
は
、
五
町
に
居
住
す
る
六
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
、
就
業

の
機
会

を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
の
充
実

や
社
会
参
加
の
推
進
を
図
り
、
豊
か
な

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能

の
修
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
な
ど
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な

6
に
は

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
六
十
歳
以

上
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
会
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
と
会
費
(
一

年
間
五
百
円
)
を
持
参
し
て
、

直
接
シ

ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

会
員
は
、
現
在
お
よ
そ
三
百
人
で
、

昭
和
町
か
ら
も
お
よ
そ
五
十
人
の
方
々

が
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
住

は

事
務
整
理

専
門
技
術

技

ぷ‘Lペ

円巳

編
集

簿
記

転
な
ど

大
工
仕
事

植
木
手
入
れ

各
種
修
理
な
ど

員又

計

作

業

管
理
監
視

サ
ー
ビ

ス

清

掃

農

作

業

除
草

倉

庫

駐

車
場

守
衛

留

守

番

家

事
手
伝
い

病
人
付
添
い
ふ
す
ま
・

障
子
張
り
な
ど

会
員
の

油
価
上
詮
蔵
8
ん
ハ
茜
一
畿
二
区
ν

今
年
で
六
十
八
歳
の
池
上
さ
ん
は
、

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

た
四
月
に
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
日
か
ら
は、

セ
ン
タ
ー
の

運

敬老ω8 I 
9月15日 j

紹
介
で
、
週
に
四
回
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
、

東
部
農
協
常
永
支
所
で
野
菜

の
出
荷
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す。

池
上
さ
ん
は
、

「
セ
ン
タ
ー
発
足
後
二

十
日
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
に

も
恵
ま
れ
、
し
か
も
自
分
の
体
調
に
あ

っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
す
。
現
在
楽
し
く
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
に
も
薦
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
早
く
こ
ん
な
人
材
セ
ン
タ
ー
が
で

き
れ
ば
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。L
と
話

し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の

也
ン
タ

l
g訴
事
象

企老人大十M つ

公
共
団
体
民
間
企
業

・
家
庭
な
ど
か
ら

O
公
園

・
水
源
地
な
ど
の
管
理

一

様
奪
を

一

一一

迎
え

e
a鎗
さ
ん

一一

(
敬
称
略
)

(
西
条

一
区
)

(西
条
一
区
)

(西
条
二
区
)

(西
条
二
区
)

(

押

越

)

(河
東
中
島
)

(河
東
中
島
)

(
紙
漉
阿
原
)

(
紙
漉
阿
原
)

(

河

西

)

(

河

西

)

(

河

西

)

(

河

西

)

(
上
河

東
)

志
村

さ
と
じ

小

松

八

代

子

高
梨

弥

太
郎

小
宮
山
弥
与
子

片

山

フ

ジ
ノ

井
上

ま

つ
の

志

村

き

み
子

内

藤

き

く

野
津

は
な
よ

今
村

秀

雄

小
倉

き
み
よ

五
昧

喜
久
代

堀
之
内
ひ
き
じ

金
丸

照

子

O
駐
車
場
の
除
草
・
清
掃

O
工
場
周
辺
の
除
草
・
清
掃

O
学
校
の
樹
木
な
ど
病
害
虫
消
毒

O
植
木
の
手
入
れ

。
ふ
す
ま
・

障
子
張
り

O
室
内
改
造
大
工
仕
事

O
毛
筆
筆
耕
事
務

-
仕
事
請
負

い

・
入
会
申
込
み
・

間
合

せ
は

中
巨
摩
東
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

事
務
所
(
宮
内

|
6
6
2
6
)
ま
で

④ 平成4.9.I 広報 しようb

祭

会

極

大

一加

し

康

な

健

ま

同

国

や

町一全

りんtご!yク

「健
や
か
に

伸
び
や
か
に

晴
れ
や
か
に
」

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、
社
会

参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
を
図
り
、

ふ

れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
福
祉
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
気
運
を
醸
成
し
よ
う

と
い
う
主
旨
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
す
。

O
日

時

十

月

三
十

一
日

(
土
)

ー
十

一
月
三
日
(火
)

甲
府
市
他
十
六
市
町
村

。
会

場
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税

率

は

据

え

置

き

に

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
月
で
す
。
国
保
税
の
納
付
書

(八
l
十

一
月
分
)
は
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
で
し

ょ
う

か
。
国
保
税
は
、
そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費
か
ら
国
の
補
助
金
と
自
己
負
担
分
を
除

い
た
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
医

療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
(
左
の
図
参
照
)
し
た
が

っ
て
、
医
療
費
の
増
加
は
国
保
税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
昨
年
度
と
同
様
今
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
財
政
調
整
基
金
を
取
り
く
ず
し
、
み
な
さ
ん
の
税
負
担
の
緩
和
を
図

り
、
税
率
は
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
み
な
さ

ん
に
負
担
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ム
ダ
な
医
療
費
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
よ
り
適
正
な
受
診
に
心
が
け
る

な
ど
医
療
費
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
は
国
保
を
運
営
す
る
た

い
へ

ん
重
要
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ん
の
健
康
と
幸
せ
を
守
る
国
保
税
は
納
期
内
に
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

国保の重要な財源となる保険税は、

次の4つの合計により算出されます
①+⑧+③+④ が年税額となります。(限度額は46万円です)この

年税額から4-ア月の額を引いた額が8-3月の額となります。

(百円単位の端数は巴月で調整します)

※年度途中の加入 ・脱退は、月割り計算となります。

税率 18.00%
(前年度同額)

⑫ 
3.20% 

同額)

税 率

(前年度
①
 

税額 23，500円
(前年度同額)

④ 
税額 15，870円
(前年度同額)

③ 

3年度

の状・

2
億
7
3
2
5
万
円

口2年度

2
憶
6
9
7
4
万
円

口元年度

8
9
8
9
万
円

国保医療

3
億
5
8
4
7
万
円

9
1
4
9
万
円

3
億
ー

5
7
9
万
円

4億

3億

2 i意

|億

5千万

国民年金
集合徴収と

年金相談の

知らせ

町
で
は
、
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
と

次
の
日
程
で
、
保
険
料
の
徴
収
と
年
金

相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

な
お
、

過
年
度
分
保
険
料
未
納
者
に

は
、
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
お
知

ら
せ
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

人老退職者『分ん豆
向
明
日

。

0一人あたりの医療費

一般介 退職者 老人 合計

元年度 93，761円 323，277円 490，830円 161，129円

2年度 109，792円 330，495円 475，220円 175，490円

3年度 128，441円 335，920円 495，624円 194，807円

※退職者・・・現在、国保に加入しており、長年会社や役所などに勤め

ていて年金をうけている70歳未満の人およ びその家族。

そ
の
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
日
時

・
九
月
十
七
日

(木
)
・
十
八
日
(
金
)

・
午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
四
時

。
場
所

昭
和
町
総
合
会
館
二
階
会
議
室

※
お
問
合
せ
は

役
場
町
民
窓
口
課
国
民
年
金
係

(
宮
万

1
2
1
1
1
)

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

(
告
白

1

1
4

4
1
)

心
身
障
害
者
の

一

一

み
な
さ
ん
へ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
一

一
助
成
金
(
平
成
四
年
度
前
期
分
)
の
請

…

一
求
を
受
付
け
ま
す
。

一
-
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
一

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二
級
、
戦
一

傷
病
者
手
帳
特
別

・
第
一
・

第
二
項

一

症
、
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
人
。

一

一

受
付
・
日
時

一

会

場

一

一
九
月
三
日
(
木
)

一
櫛
形
町
中
央
公
民
館

二

-

一午前
十時
i
午
後
三時
一
一
階

一

.

一
九
月
四

日

(
金
)

一
竜
王
町
北
部
公
民
館

一
一
?

一
日
崎
沖

1
1仁
凶
|

|
」
一郎

一
九
月
七
日

(
月
)

一
甲
府
市
総

合

市

民

会

一

平
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前
九
喧
一
一
+
?
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時
一
館
二
階

一

わ

「

I
l
l
i
-
-
liI
L
I
a
-
l
i
l
ia-
-
-
--

L

一
う

一
・
持
参
す
る
も
の
な

ι詳
レ
く
ま

峡
…
い

一

中
福
祉
事
務
所

(E
M
|
4
3
0
5
)
一報一広

ま

て

二

/

・・
!;。，
'l
l
⑤



西村知l美

金沢明子がやっ乞来る/

〈第4固) 10月10日

ふるさと
ふれあい祭り

‘F

民
謡
の
金
沢
明
子
さ
ん

秋
の
祭
典
、
町
を
あ
げ
て
の

グふ

る

さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
々
が
、
今
年
も
十

一

月
十
日
押
原
中
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

昨
年
は
、
長
雨
の
影
響
で
会
場
を
変

…

更
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
お
よ
そ
六

-

千
人
が
こ
の
祭
り
を
訪
れ
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
祭

一

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一

第
四
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
西
村
知
美

さ

一

ん
、
民
謡
の
金
沢
明

子
さ

ん
を
迎
え

.

て
の
歌
話
シ
ョ
ー
や
、
金
沢
明
子
さ
ん

の
歌
に
合
わ
せ
て
の
ふ
れ
あ
い
踊
り
な

一

ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

一

楽
し
み
抽
選
会
、
各
種
団
体
の
出
底
、

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ふ
る
さ
と
花
火

一

大
会
と
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
沢
山
の
イ

一

べ
ン
ト
が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
お
祭
り
の
内
容
に
つ
い

一

て
は
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

一

...西村知美さん

総合で第e位

第43田

中巨摩郡体育祭。

見
事
に
初
優
勝
ノ

中
巨
摩
郡
老
人

ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会

八
月
五
日
、
櫛
形
町
総
合
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
、

第
十
二
田
中
巨
摩
郡
老

人
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
大
会
に
お
い
て
、
昭

和
町
チ

l
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

中
巨
摩
郡
下
十

一
町
村
が
参
加
し
た

郡
体
育
祭
り
が
、
七
月
十
二
日
、
玉
穂

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、

二
百
七
十
三
名
が
二

十
六
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
四
種
目
に ...応援に駆け付けた泉町長を囲んで

中
巨
摩
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主

催
す
る
こ
の
大
会
に
は
、
郡
下
十

一
町

村
か
ら
合
計
二
十
四
チ

l
ム
が
参
加
。

昭
和
町
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表

の
み
な
さ
ん
が

A
・
B
二
チ

l
ム
に
分

か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

A
チ

1
ム
は

準
々
決
勝
で
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、

B
チ

l
ム
は
接
戦
を
勝
ち

抜
き
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

例
年
な
ら
ば
、
優
勝
チ

l
ム
が
県
大

会

の

ご

」
と
ぶ
き
祭
り
」
に
出
場
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
十
月
に
開
催

さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
た
め
県
大

会
が
行
わ
れ
ず
、
「
県
へ
行
っ
て
実
力
を

た
め
し
て
み
た
か

っ
た
の

に
」
と
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
残
念
そ
う
で
し
た
。

優
勝
す
る
な
ど
総
合
で
六
位
と
な
り
ま

し
た
。
総
合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝

櫛
形
町
、
第
三
位
は
敷
島
町
で
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上、

中
巨
摩
郡

社
会
体
育
振
興
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
清
水
博
久
さ
ん
(
紙
漉

阿
原
)
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

i
l

卓
球
女
子
・
銃
剣
道

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
男
子

孝
信

E
暫
E

テ
ニ
ス
女
子

・4
一ニ」

L
1守

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

弓
道
男
子
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
相
撲

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

【
一
般
図
書
】

O
私
の
骨

高

橋

克

彦

O
月
島
物
語

四

方

田

犬

彦

O
野
菊
と
バ
イ
エ
ル

干
刈

あ

が

た

O
天
使
の
鼓
笛
隊

辻

邦

生

筑

摩

書
一
房

O
メ
グ
レ
警
視
の
料
理

西

尾

忠

久

東

京

書
籍

角
川
書
庖

集
英
社

集
英
社

O 【

な児
最 ま童
上 ず図

重量

平
新
日
本
出
版
社

。
少
年
の
日
々

世

丘

修

三

。
だ
れ
か
が
よ
ん
だ

瀬

川

康

男

福

音
館
書
庖

O
ダ
ー
ち
ゃ
ん
は
い
ま

早
乙

女

勝

元

童
心
社

。
川
べ
に
そ
よ
風

ケ
ネ
ス
・
グ
レ
ア
ム

講
談
社

借
成
社

⑥ 平成4.9.1広報しようわ



下
水
遣
を
進
め
、
よ
み
扱
え
S
世
ょ
う

ホ
ヲ
"
"
の
星

9
月
川
日

昭
和
町

全
国
下
水
道
促
進
デ

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
す
る
下
水
道
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
下
水
道
で
す
が
、
案
外
正
し
く
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下
水
道
の
役
割
は
、
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
性
格
は
地
味
で
あ
ま
り
人
目
に
触
れ
る
ニ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

い
て
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
所
で
、
下
水
道
は
都
市
活
動
や
個
人
の
生
活
環
境
や
財
産
を
守
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
く

れ
ま
す。

九
月
十
日
は
、
「
全
国
下
水
道
デ

l
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
下
水
道
の
果
た
す
役
割
や
重
要
性
を
も
う

一
度
考
え
直
し
ま
し

ト
晶

λ
J
oあ

と
八
九
月

町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
み
な
さ

ん
の
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
、
河

川
な
ど
の
水
質
の
保
全
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
ま
す。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ

の
事
業
は
現
在
、
上
河
東

・
上
河
東
二

区

・
河
西
の

一
部
・
西
条
二
区
の
一
部

の
第
一
期
事
業
区
域
の
下
水
道
建
設
を

急
い
で
い
ま
す
。

来
年
の
四
月
に
は
、
こ
の
地
域
の
な

か
の
上
河
東
・
上
河
東
二
区
・
河
西
の

一
部
で
、
待
望
の
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

下水道使用開始予定地域来年4月

釜無川流域

下水遭っィス

パ
ズ
ル
に
言
葉
を
入
れ
て
、

二
重

枠
の
文
字
を
A
・B
-
C
順
に
並
べ
る

と
、
下
水
道
に
関
係
し
た
言
葉
に
な

り
ま
す
。
正
解
者
に
は
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

-
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
ク

イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
昭
和
町
役

場
都
市
計
画
課
(
押
越
五
四
二
の

一
一
)
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
締
切
り

九
月
三
十
日
ま
で

9-
ア
め
ヒ
ル
ト

①
米
の
菓
子
の
こ
と

②
経
営

・
設
計
事
務
所
の
顧
問

③
織
物
の
口
口
と
横
糸

④
初
志
貫
口

⑤
沈
む
太
陽
の
こ
と

⑥
静
岡
市
の
古
名

⑦
口
口
と
マ
マ

⑧
売
買
の
決
算
と
し
て
得
ら
れ
た
利
益

⑨
口
口
口
ぎ
県

⑬
森
鴎
外
の
有
名
な
作
品

。
変
圧
器
は
?

⑫
口
口
喰
い
ね
え

⑬
濃
い
青
色
は
何
色
?

答えiさ
ハ 1(}

---.J ② ③巴 ③ ⑪ 

⑪ 
/ 

⑫ 

⑬ 口
① ⑦ 。

白
⑥ 口 ⑨ 。

o 
ン

④ ⑬ 

⑬ 口 口

ヨ
コ
苅
ヒ
レ
ト

①
口
口
口

コ
ン
ベ
ア
l

②
口
口
、
液
体
、

気
体

⑥
螺
旋
状
の
こ
と

⑧
九
州
の
口
口
県

⑬
知
性
知
識
を
英
語
で

⑬
年
聞
の
費
用

⑬
口
口

つ
き
か
ま
ぼ
こ

⑫
羊
か
ん
な
ど
の
材
料
。
も
と
は
海
草

⑬
中
国
の
口
口
の
長
城

⑬
最
上
級
ク
ラ
ス
を
英
語
で

平成4.9.I 広報しようわ⑦ 



ボランティア

えだ、タまめ会:手作

はっびいたいむ

活動出会い

今
月
は
、
八
月
九
日
の
「
親
子
の
縁

日
」
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
だ
コ
え
だ
ま
め
会
」
の
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

「え
だ
ま
め
会
」
は
以
前

「昭
和
町

貯
蓄
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」
と
言
い
ま

し
た
。
『
ム
ダ
を
省
き
、
物
を
大
切
に

し
、
家
計
の
切
り
盛
り
を
上
手
に
し
て
、

残

っ
た
も
の
を
将
来
の
た
め
に
蓄
え

る
』
と
い
う
こ
と
を
研
究
す
る
会
で
す
。

平
成
元
年
よ
り
三
年
間
、
代
表
の
望

月
正
子
さ
ん
を
は
じ
め
会
員
十
六
名
が
、

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
よ
り
貯
蓄
生
活
設

計
普
及
の
た
め
の
指
定
を
受
け
、
毎
月

中
央
公
民
館
に
集
ま
り
相
互
の
親
睦
を

図
り
つ
つ
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
家
計
簿
の
記

帳
・
生
活
設
計
の
た
て
方
・
年
金
と
老

後
・
交
際
費
抑
制
の
た
め
の
調
査
・
親

子
の
縁
日
へ
の
協
力
・
日
本
銀
行
貨
幣

博
物
館
の
見
学
な
ど
多
彩
な
学
習
活
動

を
展
開
し
、
金
銭
に
関
す
る
理
解
を
深

め
つ
つ
、
生
き
が
い
に
結
び
つ
く
日
常

¥ 

¥w 

') 

¥ 
J}¥ 

/; 

'( 1 
?， 
〈ぃ
¥ 

¥ 

企親子の縁日で活躍する「えだまめ会」のみなさん

生
活
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
に
、
三
年
間
の
学
習
活

動
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
解
散
会
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
れ
か
ら
も
十

六
名
で
親
睦
を
図
り
な
が
ら
こ
の
会
を

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
声
が

あ
が
り
、

「え
だ
ま
め
会
」
と
名
前
を
変

え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に

会
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
の
名
前
は
、
そ
の
時
に
み

な
さ
ん
の
前
に
出
さ
れ
て
い
た
み
ず
み

ず
し
い
「
え
だ
ま
め
」
か
ら
、

「え
だ
ま

め
会
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
え
だ
ま
め
会
」

未
来
の
色
、
み
ど
り
、
健
康
食
、
で
ん

ぷ
ん
、
丸
い
形
、
今
は
未
熟
だ
け
ど
や

が
て
大
豆
に
な
る
。

「
一
年
に
数
回
の
活
動
で
す
が
、
い

つ
か
ふ
る
さ
と
昭
和
町
の
役
に
立
つ
活

動
を
す
る
会
へ
と
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
み
な
さ
ん
話
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
願
い
が
地
域
に
聞
か
れ
て
い

く
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

診 づくり料理

-材料 (15個分〉

〉令やご飯 500g !liID 1個チーズ150g
塩小さじ I~ン粉適量 揚げ油

-作り方
① こ、飯に塩と溶き卵を合わせて軽く混ぜます。熱いご飯は

さましてください。

② チーズは T個10gの長方体に15個切ります。

③ ご飯を15等分し、チーズをしんに入れて俵形に握ります。

④ 皿かパットにパン粉を入れ、③で握つだご飯をころがし

てつけます。

⑤ 揚げ油を中温に熱し、ゆっくりキツネ色|こ揚げ、油をきっ

て盛りつけます。熱いうちに百しあがってください。

冷
や
ご
飯
の

ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ

)

柔

お

区

寸

」

分

の

二
一
一

。
十

も

条

一

一
す
も
ど

吉

一

一

ま

で

子

(

一ー

一
れ
ズ
ゃ

ん
二
一
呂
一
作

一

畳

さ

一一

一
比
一
♂
ぉ

子
一
生
叫
ん

ι
れ

。

一一一頼

一に
一断

。向
日
河

端

原

一ぢ一

民
一
一
ほ
川

駅
妄
京
「
し

っ

一
か

っ

来

4
・

残

チ

ら

や

に二二コ

こ
う
ほ
う
川
柳

自
販
機
の
ニ

K
の
末
、
て
海
む
生
洛

・
植
え
件
へ
て

一
息
ニ

ュ
ー
ス
は
米
価
審

子
が
怖
る
電
話
買
え
す
お
惣
菜

達
筆
の
え
の
え
字
抱
く
桂
子
袋

よ
く
植
え
た
拘
い
ニ
の
腕
な
で
て
足
る

登
校
の
子
手
の
挨
拶
今
日
は
吉

趣
味

一
つ
覚
え
て
ぼ
け
に
遠
去
か
っ

く
す
ぶ
っ
た
新
婚
写
真
札
て
芙
ふ

田
植
J
d

抑
み
一
息
旅
の
え
軽
い

地
球
の
汚
染
も
知
、
旬
、
ず
笑
む
地
蔵

連
休
へ
親
子
連
・三
つ
子
の
美
顔

老
い
増
し
て
子
手
に
健
康
願

7
日
々

生
甲
斐
の
球
略
。
て
学
ぶ
町
の
よ
さ

忙
し
さ
に
夢
中
。
て
過
す
幸
福
を

高
齢
化
優
し
い
農
業
模
索
す
る

定
年
の
余
白
を
埋
め
る
孫
の
笑
み

写
つ
さ
れ
た
写
具
が
届
く
旅
の
友

返
さ
富
士
ご
来
九
は
波
間
か
ら

お
田
植
が
終
え
て
タ
併
の
‘
1
ま
い
酒

洋
傘
が
重
荷
に
な
っ
た
い
、
旅
行

井
口

磯
部

高
野

矢

崎i尺
堀
内
美
代
子

森
田
み
づ
ほ

山
本
み
よ
子

手中
森
田

老
い
て
は
子
ロ
を
つ
ぐ
ん
だ
背
が
佐
し
い

弁

解

へ

ず

ば

り

本

音

の

風

が

向

く

相

原

あ

き

子

衛
星
が
と
ら
へ
た
地
球
は
病
ん
で
居
る

多
少
は
言
わ
ず
子
土
産
に
あ
る
温
み

叶
へ
た
い
若
号
、
二
人
の
青
写
会
共

抑
友
の
匂
集
序
に
額
づ
き
て
重
く
読
み

沢
中
i尺

仁二二コ

広報しようb ③ 平成4.9.I 

素
木

玉

枝
夏
子

竜
星

t
b
L
丸

イ々
4
4
4街

王

cu

yヌ
リ
斗

J
1

春
男

久
子



赤・ぢ .~.Iu. 誕・生

ん
劃
げ
け

や
親
包
代

、
』
一
ぢ
献
倒

7
31

L
司
4
4
F
f
t

、

れ
夏

池

田

=
Eヨ

7

、j

f
u
A
q
h

父

・
宇

E
-
u
H
f
t、

.--

ん

t
更

や

齢

相

官ふ

ち

新

)

な
菜
一
郎
一
出

も

か
佳

一一一一
.一

あ

愛

刊
一
川

昧

川

伐

五
・
・

親から一言ー「芯つぢゃん」と呼びたく

て、画数も考え夏美lこ決めましだ。毎日

お姉ちゃん二人を相手に、ケン力をした

り元気いっぱい一緒lこなって遊んでいます。
晶山平~崎明裕7削船説必戸d守

名前の由来一愛らしい美しい女性になっ

て欲しいと願い名付けました。一人前に

お兄ちゃんと同じことをしたがる愛佳

菜/ いつまでも明るい元気な子でいてネ。

や岨向~府寝何淘めそ論<AII色0・r#..:.:f温.. 1 

U

区

江

川

竹

一

t
難

色

-
q
)

み
美

仕

団

あ
亜

佐
ん

藤

川

河

斉

同

役
•• 

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
冨
河
|
2
1
7
1
)
ま
で
刀

大輸血と副作用予
防のための検査
山梨医科大学医学部附属病院

輸血部主任技師団中喜

医lE?31メl輸
血
は
患
者
さ
ん
の
赤
血
球
や
血
小

板
な
ど
の
血
液
成
分
の
量
が
、
低
下
し

て
い
る
も
の
を
補
充
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
、
非
常
に
効
果
的
な
療
法
で
す

が、

一
方
そ
れ
に
伴
う
副
作
用
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
輸
血
に
よ
る
感
染
症

を
防
「
た
め
に
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

で
は
梅
毒
血
清
反
応
、

B
型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
抗
原
、

C
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
体
、

H
I
V
(
A
I
D
S
)
抗
体
、

A
T
L

A
抗
体
な
ど
の
検
査
が
行
わ
れ
、
各
検

査
で
正
常
の
血
液
が
病
院
な
ど
に
運
ば

れ
ま
す
。
病
院
で
は
赤
血
球
に
よ
る
輸

血
副
作
用
を
予
防
す
る
た
め
の
検
査
を

行

い
、
輸
血
に
よ
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

赤
血
球
に
よ
る
輸
血
副
作
用
は
主
と
し

て
患
者
さ
ん
の
血
清
中
(
血
液
の

一
部
分
)

に
輸
血
し
た
赤
血
球
に
た
い
す
る
抗
体

が
あ
っ
て
、
そ
の
抗
体
と
輸
血
し
た
赤

血
球
が
反
応
す
る
こ
と
で
赤
血
球
が
壊

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
副
作
用
が
お
こ
り

ま
す
。
こ
の
副
作
用
を
予
防
す
る
た
め

saf
ε
?
 

平
成
四
年
七
月
一
日
j
三

十

一

日

朗

(
昭
彦
)
マ
棺
王
布

幸

に
、
輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の

A
B

O
血
液
型
と

R
h
o
(
D
)
因
子
を
検

査
し
、
輸
血
用
血
液
は
患
者
さ
ん
と
必

ず
同
じ
血
液
型
と
し
ま
す
。
赤
血
球
に

は
多
く
の
血
液
型
が
あ
り
ま
す
が
、
副

作
用
は
患
者
さ
ん
の
血
清
中
に
あ
る
抗

体
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
、
患

者
さ
ん
の
血
清
中
に

A
B
O
血
液
型
以

外
の
血
液
型
抗
原
に
た
い
す
る
抗
体
が

あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。
も
し
抗
体
が
あ

れ
ば
適
合
し
た
(
対
応
抗
原
陰
性
の
)

血
液
を
選
び
ま
す
。
例
え
ば
患
者
さ
ん

が
A
型
・

R
h
(
+
)
で
血
清
中
に

D

i
a
(
デ
ィ
エ
ゴ

a
)
と
い
う
抗
体
が

あ
れ
ば
、

A
型
・

R
h
(
+
)
で

D
i

a
(
一
)
の
血
液
を
準
備
し
ま
す
。
ま

た
患
者
さ
ん
の
血
液
と
輸
血
用
血
液
と

-
①
西
条
一
区

マ
赤
池
建
汰
(
圭
二
)

一
①
西
条
ニ
区

マ
高
坂
竜
平
(
厚
志
)

一
マ
天
野
爽
夏
(
芳
文
)

マ
三
宅
佑
歩

一
(
正
則
)
マ
塩
津
み
な
み
(
浩
)
①
西

一
条
新
田
マ
本
田
勇
介
(
勇
二
)
マ

一
大
住
真
史
(
英
也
)

①
押
越

マ
田

一
島
果
歩
(
均
)

①
紙
漉
阿
原

マ
五

-
昧
満
穂
(
政
彦
)

①
築
地
新
居

マ

一
赤
池
美
香
・
美
紀
(
岩
雄
)
①
河
西

一
マ
和
光
成
折
口
(
靖
夫
)
マ
天
野
竜
太

大

お
誕
生

大

(
)
内
は
保
護
者

の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
交
差
適
合

試
験
と
い
う
検
査
を
行
い
ま
す
。

白
血
球
に
よ
る
発
熱
な
ど
の
副
作
用

を
防
止
す
る
た
め
に
白
血
球
を
取
り
除

い
た
赤
血
球
を
輸
血
し
た
り
、
輸
血
の

際
に
白
血
球
を
取
り
除
く
フ

ィ
ル
タ
ー

を
使
用
し
て
輸
血
し
ま
す
。
血
小
板
を

輸
血
し
て
も
効
果
の
見
ら
れ
な
い
場
合

等
は
患
者
さ
ん
の

H
L
A
(白
血
球
の

血
液
型
)
を
調
べ
、
患
者
さ
ん
の

H
L

A
と
適
合
し
た
血
小
板
を
輸
血
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
し
て
ベ
な
る
べ

く

副
作
用
の
な
い
血
液
を
安
全
に
輸
血
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

企
画
/
財
団
法
人

里
仁
会

(正
幸
)

ーーーーーーーーーーーー'

‘' -"， 
ιー

婚

‘' 

①
西
条
一
区

マ
岡
田
栄
作
・
神
谷

佐
智
子
①
西
条
ニ
区

マ
加
納
哲

也
・
小
林
妙
子

マ
井
口
直
仁
・

三

校
三
恵

①

押

越

マ
佐
貫
富
隆
・

奥
山
真
弓
①
築
地
新
居

マ
戸
津

-

正
・
佐
藤
久
美
子

マ
宮
川
友
雄
・

一

篠
原
史
江

一

{
五
月
十

一
日
届
出
】

一

①
西
条
一
区

マ
中
所

一
夫
・
込
山

一

節
子

一
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第
お
国

務加
賠
司
局
司
砂
町
d

恭
曾

川
明

町
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
秋

季
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

ハ
¥
日

時

十
月
二
十
二
日
(
木
)

C
会

場

丘
の
公
園
ゴ
ル
フ

コ
l
ス

こ
参
加
料

六
千
円
(
予
約
金
を
含
む

プ
レ

l
代
は
個
人
負
担
)

C
競
技
方
法

団
体
戦
・
個
人
戦
(
新

ペ
リ
ア
方
式
)

ご
申
l

心
み
方
法

各
地
区
の
ゴ

ル
フ
部

役
員
さ
ん
に
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

コ
ヰ
込
み
締
切

九
月
十
八
日
ま
で

J

問
主
せ
先

教

育

委

員

会

内

体

育

協
会
事
務
局
(
包
万
|
3
7
3
ヱ
ま
で

~ ~ 
商

業

統

計

調

査

及
び
商
業
実
態
調
査

tラ)
就
業
構
造
基
本
調
査

案
ι 肉

つ
採
用
予
定
人
員

コ
学
歴
長
件

高

等

学

校

S
M叩・

4
・
2
1

専
修
・
短
大

S
叫
・

4
・
2
1

大

学

S
G
・
4

・
2
1

戸
)
守
所
要
件

平
成
四
年
八
月
一
日
以

前
に
組
織
市
町
に
本
人
ま
た
は
家
族

の
住
所
が
あ
る
方

(

f

)

試

F
b
十
月
十
一
日
(
日
)

f)場
所

甲
府
商
業
高
等
学
校

J
弐

験

要

易

及

受

験

申

込

書

九
月
十
六
日
以
降
消
防
本
部
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い

回
忌
J

恥
明
暗
ム
み
吊
中
村
島
問

九
月
二
十
一
日

1
三
十
日
ま
で

戸
問
己
エ
寸

甲
府
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
職
員
課
人
事
係

a
n
i
-
-
9
0
)
ま
で

二
名

利
息
の
一
部
を

圏
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ

郵
政
省
の

「国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯

金
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
み
な
さ
ま
に
お
財
布
が
わ
り

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
普

通
貯
金
の
利
息
の
二

O
%を
、
年
一
回

開
発
途
上
国
の
人
々
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
寄
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
手
続
き

を
さ
れ
た
普
通
預
金
の
、
」
と
で
す
。

寄
付
金
は
民
間
海
外
援
助
団
体

(
N

G
O
)
を
通
し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
々

に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
寄
付
金
総
額
は
約
二

十
三
億
円
で
、

「
難
民
等
に
対
す
る
事

業
L

と

「環
境
保
全
に
係
る
事
業
」
等

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
，
手
品

し
た
。

町
内
ど
こ
の
郵
便
局
で
も
取
扱
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

田
富
郵
便
局

や
ゆ
一
国
内
包
怠
〈
す
包
司
巴
翠
向
ω掬
右

今
年
も
ぶ
ど
う
の
収
穫
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
県
下
で
は
こ
の
時
期
に
ワ
イ

ン
を
造
る
人
が
い
ま
す
。
酒
税
法
で
は
、

製
造
免
許
の
な
い
人
が
お
酒
を
造
る
こ

と
は
、
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
造
る
梅
・
か
り
ん
な
ど
の
焼

酎
づ
け
は
、
自
己
飲
用
の
場
合
は
認
め

ら
れ
て
い
，
手
品
す
が
、
こ
の
場
合
で
も
ぶ

ど
う
を
使
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
郷
土
山
梨
か
ら
や
み
酒
を
な
く
す

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
山
梨
県
酒
類
業
懇
話
会
密
造
防
止
対

策
部
会

O
山
梨
県
下
各
税
務
署

ま
す
予
之
助
，

p

sh‘r
r
v
 

J
a「
屯
h
v

か
自
問
題
資

「無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
を
な

く
そ
う
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
九
月
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

二
五

O
∞
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車
検

制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠
青
(

保
険
(
共
済
)
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘

れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら

と
い
っ
て
「油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の

起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ

ん
。
無
保
険
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ

し

た
ら
そ
れ
、
」
そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自

J

賠
責
保
険
へ

の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
無
保
険
で
走
る
と
、
六
ヵ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、

さ
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
免
許
停

止
処
分
と
な
り
ま
す
。
も
し
契
約
切
れ

に
な
っ
て
い
た
ら
、
損
害
保
険
会
社
・

代
理
庖
・
農
協
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

交通事故出張相談

交通事故のあと処理に関する

相談に応じます。

惨日時 9月24日(木)

砂場所 昭和町中央公民館

砂詳しくは、県民相談センタ ー

(H32-3715)まで

巡回相談のお知らせ

⑬ 

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った

6月分の医療費は、約3，115万1千

円です。(前年同月比 6.3%の増)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう 。

平成4.9.1広報しようわ
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¢

精
神
薄
弱
者
の
み
な
さ
ん
へ

タ
ク
シ
ー
運
賃
が

割
引
き
さ
れ
ま
す

精
神
薄
弱
者
で
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
が

一
割
引
き

さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

割
引
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
割
引
証

は
、
町
総
合
会
館
内
・
健
康
福
祉
課
の

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
割
引
証
と
療
育
手
帳
が
な
い
と
、

割
り
引
き
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

町内交通事故

発生件数
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

--ア月分--



保健 衛 生 だ よ り

手し 児 健 康 吾ロ合ジ 査 田子手帳受付及び一般健康相談巴

日時 9月7日(月)・18日(金).28日(月)
実施日 受付時間及び地区 三口火t， ~ v 臼し 場所

午前9時----11時30分
午後4時00分----1時30分

平成 3年 8月 p立，公L、
場所総合会館

(常京地区) ※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

9月7日 午後T時30----2時00分
出生児

合 妊娠証明書は、必要ありません。

(火) (西条地区) メ~
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

平成 3年11月 栄養指導などを行し、健康についての相談にお答えしていま
午後2時00分----2時30分

出生児 自官 すので、お気軽にお出かけください。
(押原地区)

実施日 受付時間及ぴ地区 三~t， ニiゴL ノl日し 場所
ツベルクリン反応模査とBCG接種

午後T時00分----1時30分
平成 4年 2月 。小公，仏、 -<ツベルクリン反応模査〉

(常京地区)
出生児 日 時 9月8日(火)、 9日体) 午後T時......2時

9月2日 午後T時30分......2時00分 ム口、
場 所総合会館

(水) (西条地区)
平成 4年 5月

ぷ~ 該当児
午後2時00分----2時30分

出 生 児 館 女平成 3年10月 1日~平成 4年 3月31日までの出生児。
(押原地区)

女平成 3年 4月 1日~平成 3年 9月30日までの出生児で未接

種者。

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 女平成 3年 9月に BCG接種をした者(陽転確認のため)

押原地区 押越 河東中島紙漉阿原 女昭和63年10月1日以降出生児で未接種者。

常永地区 築地新居飯 喰 河西上河東上河東 二区 ※上記該当児のうち BCG接種後 l年以内の者は対象から除

外されます。
侍ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタ オル

持ち物 母子子11長・予防接種受付カード

-<判定及びBCG接種〉
3 歳 児 (建 康 吾ロ合ジ 査 実施日 9月10日体)、刊日(金)

実施 日 9月28日(月) 受付時間 判定・・ ・・午後 1時00分-1時30分

受 付時間午後11時......1時30分 BCG接種・・・・午後 1時-2時

場 所総合会館 場 所総合会館

該当時 平成元年 7月出生児、及ぴ前回未受診児。 持ち物 母子手帳・問診票

持ち物 母子手帳 ・3歳児健康診査票・食べものについて ※今年度より対象者多数のため、実施方法が変わりました。
の質問票。 l 今回、初めてツベルク リン反応検査を受ける人は、 9 

※尿検査があり ます。 日(水)に検査をし、 11日(金)に判定及びBCG接種です。

2 昨年 9月に BCGを接種した人は、 8日(火)にツベル

手し 児 整 野ラ 外 科 検 吾ロ会ジ・ クリン反応検査をし、 10日(木)に判定をします。

※詳しくは、個人通知でお知らせします。

実施 臼 9月30日(水)

受 付時間午後4時----1時30分
場 所総合会館 3 ネ重 )毘 4Eb コ 予 防 接 ネ重
該当児 平成4年 5月 1日~平成4年 6月30日までの出生児。

持ち物 母子手帳 日 時 9月24日(木) 午後T時----2時

場 所 総合会館

子 F邑=:， ガ ん 模 妻ロ分ジ
該当兜

惨 I期・・・・平成 2年 3月1日~平成 2年8月31日までの出生児。

期 間 10月......12月 惨 II期・・・・ I期 3回を完了して l年から I年6か月以内の者。

検診場所指定医療機関
砂平成元年 9月 1日~平成 2年 2月28日までの出生児で、未接

模診料無料
種者。

※愛育班員を通じて申込みを受けますが、直接希望される方
持ぢ物 母子手帳・問診票

は役場健康福祉課(包75-2111)で申込み受診票を受けと っ 〈注意事頂〉

てくださ ¥'¥0
o体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

ってくださし、。

O問診票の記入もれなどがないようにしてください。

飼えなくなった犬猫の収集日 O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださ ~\o

日 時 9月4自信)・18白(金) 午前10時50分......10時55分 くつぎのような人は接種できません〉

場所 総合会館前 l 発熱している人。または著しい栄養障害のある人。

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし、。また、 2 心臓血管系疾患、腎臓、月干臓疾患にかかっている 人。

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか 3 はしか (MMR)、BCG接種後 1か月以内の人。

り封をしてくだ、さい。 4 l年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

O 広報しようわ 平成4.9.I 
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平成 4年

高齢者交通安全旬間

主主空恒り笠
仏
滅

なガっき

長月

水 Wednesdayl木 Thursday

2露 13奇

9月のこよみ

赤
口

防災の 日

平成 4年 (1992年)

[旦 Sunday.~ 月 Monday

宝 くじの 日

描の収集

安産教室

(総合会館)

舘午後 1時一)

心配ごと相談(総合

会館午後 l時)
乳児健康診査(総合
会館)

(総合会館)
実施期間

9月11日働-9月20日(日)

C) テーマ

“高齢者の変連事故
ゼロ"をめざして

12室11銭
高齢者交通安全旬

間(-20日)

10~ 
全国下水促進テー-

9友ヨ|
l救急の 日

8~ 6室 17吉
国民体育大会夏季 |白露

大会(-11日)
*路記念日
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19百18室17強16~ 15奇
同敬老の日

14露13哲
司法保護記念日

役場開庁飼えなくなっ た犬・

描の収集

母子手帳交付及び

般健康相談日
(総合会館)記訟

行政相談(中央公民

館午後 1時-)
心配こ と相談(総合

会館午後 1時)

図書館休館臼図書館休館目

安産教室 |総合会館

(総合会館)I 温泉定休白

県体育祭り

26~ 25百24室23絵
画 秋分の 日

22 ~ 21友I 51 

彼岸人り、動物愛護 |秋の全間交通安全

週間 (-26日運動(ー30日)

20露
彼岸明け

役場開庁変通事故出張相談
(中央公民館)

(10 P参照)
=種混合予防接種

(総合会館)

図書館休館日

総合会館
温泉定休日

図書館休館日総合会館

温泉定休日
県体育祭り

30露29百28室27議

~@)盆固ま3包~@~Ul)
9月21日(月)-9月30日(水)
ふれあいと

ゆとりでつなこラ

無事故の輪

図書館休館巴

心配ごと相談(総合

会館午後 1時-)

乳児整形外科検診
(総合会館)話

図書館休館日
母子手帳交付及び

一般健康相談日 ・三
才児健康診査(総合
会館)

※ 23日は祝日ですので収集はいたしませ

ん。粗大ゴミの収集は第5水曜日の30
臼に行います。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集日の当日午前8時30分までに出してく ださい。

※可燃物、 不燃物の分別は しっか りおこ なってく

ださ い。

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河 東

中阿新 一

越島原唐膿西東区

毎適用・木曜日

西

条

新

田

清

水

新

居

西

条

二

区

西

条

区

T日・ 4日 .8日・ 11日

T8日・ 22白 .25日・ 29日

毎月第2水曜日

⑫ 平成4.9.I 広報。しようb

第3水曜巴

2日・ 16日

30日

3巴・ 7日・ 10日・ 14日
行臼・ 21巴 .24日・ 28日

第?水曜日毎月

9日

I也

区

第4水曜日

火 ・金曜日毎週燃
え
る
物


